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ツール・ド・とちぎとは？

栃木県全域を舞台としたサイクルロードレースが初開催されます。

・第１ステージ…2017 年３月 31 日（金）　日光だいや川公園～足利市総合運動公園

・第３ステージ…2017 年４月２日（日）　矢板市役所～清原中央公園

第１回ツール・ド・とちぎ

　『ツール・ド・とちぎ』は、栃木県全域を舞台として２年間で県内全市町を巡る、全国に先駆けた新しい自転
車ラインレースです。ＵＣＩ（国際自転車競技連合）公認のロードレース大会で、第１回大会が平成 29 年３月
31 日～４月２日の３日間にわたって行われ、ＵＣＩ公認の日本を代表するサイクルロードレースを目指してい
ます。
　国内外の鍛え抜かれたプロレーサーが、桜の咲く山岳地帯や歴史と文化が薫る市街地など、とちぎの魅力あふ
れるコースを全力で駆け抜けて行きます。
　本市は、４月１日（土）実施の第２ステージのコースに設定されています。

　当日は、市内のコースとなっている湯津上・黒羽地区で交通規制が行われますので、ご理解ご協力をお願いし
ます。（※交通規制の詳細は本誌 5 ページをご覧ください。）

・第２ステージ…2017 年４月１日（土）　グリーンパークもてぎ～道の駅那須高原友愛の森
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　距離…46㎞地点／ 102㎞
　通過予想時間…11 時 13 分
　周辺交通規制状況…10 時 50 分～ 12 時 10 分　会場付近交通規制あり

旧片田小学校

大田原市の観戦ポイント

木佐美南方
トンネル付近

　フィーディング・ゾーンとは選手たちが飲食料の補給を受けることができる、補給所のことです。
旧片田小学校前がフィーディング・ゾーンになっており、片田の交差点を右折した選手が各チームのサポートからドリンクのボト
ルやサコッシュと呼ばれるバックに入った補給物を受け取ります。
　一日に 100㎞以上のコースを疾走する過酷なロードレース競技において、この補給は必要不可欠です。サポートとのコミュニケー
ションやポジションにより受け渡しが出来るかによってレースの結果が左右される重要なポイントになります。

　距離…63㎞地点／ 102㎞
　通過予想時間…11 時 38 分
　周辺交通規制状況…11 時～ 11 時 50 分　会場付近交通規制あり

　KOM（King of Mountain：キングオブマウンテン）は自転車ロードレースにおいて山岳部門賞を制した選手に与えられる山岳賞です。
　第 1 回ツール・ド・とちぎの第 2 ステージの KOM は本市の市道木佐美南方線のトンネル手前に設定されており、その標高は第 2
ステージのフィニッシュ地点となる道の駅那須高原友愛の森とほぼ同じ４６７ｍです。
　各チームのクライマーと呼ばれる坂を上ることを得意とするタイプの選手が KOM の称号を目指してしのぎを削ります。

　「第 1 回ツール・ド・とちぎ」に参戦予定の那須ブラーゼンは那須地区を活動拠点とする地域密着型のプロサイクル
（自転車）ロードレースチームです。チームは今年、新加入選手 2 名を迎え、チームの平均年齢は 22.6 歳となりました。

若手を中心としながらも、チームのエースを務める吉岡選手は、昨年の国際レース「ツール・ド・北海道」で世界の選
手を相手に総合 6 位という結果を残しました。25 歳となる今年は日本代表チームに
も選出され、チームに勝利をもたらしてくれることが期待されます。
　また、昨年プロデビューした下島選手は「JPT おおいた いこいの道クリテリウム」
で 3 位入賞を果たし、今年はさらに力をつけて勝利が期待され、そのほかの選手も
今後世代を代表する選手に成長する可能性のある逸材です。若く、可能性をもった
選手たちが、シーズンを通して成長していく姿も那須ブラーゼンの魅力です。
　大田原市は平成２５年度に相互応援協定を締結し、那須ブラーゼンの活動を応援
しています。市民の皆さんも、ぜひ那須ブラーゼンに熱い応援をお願いします。

那須ブラーゼンを応援しよう！
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※上記観戦ポイントには、バイクラックを設置予定です。お車での来場はご遠慮ください。



大田原市周辺の交通規制について
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